


当世風学生コミュニケーション行動 
スマホ依存の予防と脱却への教育プログラム 

―プシュケ・ネットの挑戦― 
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大学名 科目名 学年 形態 単位

早稲田大学 PCによる情報表現中級 全 講義・発表 2

一橋大学 情報基礎 1 講義・発表 2

ICTベーシック 全 講義・発表 4

ICT総合実践 全 講義・発表 4

東京医科大学 法学 1 講義 2

大東文化大 情報処理初級 全 講義・発表 4

明治大学

各大学における担当科目一覧  
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ピンクリボン 

メカニズム 

治療方法 

乳腺外科背景 

各大学連携による課題研究の進め方 
テーマ「乳がん治療の現状」を例に  



指導目標 

ネットワーク・コミュニケーションは 

「次善の策」でしかない。 

 

ネットワークの向こうには 

キミと同じ生身の人間がいるんだ。 
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 インターネット依存は

病気か・・・・・ 







国立病院機構 
HPより借用 



久里浜医療センター 
HPより借用 



・１９９８年 Kimberly S. Young 
・日本語版 久里浜医療センターがBack Translation  著者承諾済 
 
・質問 20問  各問5段階評価。(最低20点～最高100点) 
  (①段階～⑤段階に○を付ける。 ②につけた場合は2点と換算。) 
・20～39点   依存度 低  (一般的なインターネットユーザー) 
・40～69点     依存度 中  (ネット使用の影響を受け始めている) 
・70～100点   依存度 高  (ネットの影響が問題になっている) 
 
 
 NET ADDICTION 

http://netaddiction.com/ Dr.Young 

Internet Addiction Test 



Internet Addiction Test 



Internet Addiction Test 
以下等の質問項目を各自が５段階評価 

1. 思っていたよりも長い時間、<インターネット> をし
ていることがありますか？ 

2. <インターネット> をするために、家事（の分担等）、
を疎かにしたことはありますか？ 

3. 友達の付き合いよりも、 <インターネット> を優先し
たことがありますか？ 

4. <インターネット> が原因で、仕事や勉強の成果に悪
影響が出ていますか？ 

5. <インターネット> をしていないと、気分が落ち込ん
だり、イライラしたり、機嫌が悪くなったりするが、 
<インターネット> をするとすぐに払拭できた経験が
ありますか？ 



調査結果は・・・ 



東京医科大学 早稲田大学 明治大学 一橋大学 大東文化大学 関東学園大学 総計
0 39 65 28 47 42 221

41 88 78 74 29 54 364
41 127 143 102 76 96 585

東京医科大学 早稲田大学 明治大学 一橋大学 大東文化大学 関東学園大学 総計 比率

20～29 4 7 11 12 5 10 49
30～39 12 27 27 29 17 37 149

40～49 17 43 40 26 21 22 169
50～59 2 24 31 23 20 13 113
60～69 3 11 14 8 8 3 47

70～79 0 2 7 1 0 1 11
80～89 0 1 1 0 1 2 5
90～100 0 0 0 0 0 0 0

有効回答数 38 115 131 99 72 88 543 100.0%

調査実施時期
2013年度後期
2014年度前期

合計

中程度

依存度テスト合計得点

36.5%

60.6%

2.9%高程度

平均的
ユーザー

２０１３年度後期・２０１４年度前期 

インターネット依存度調査集計結果 



プシュケネットの挑戦 
 

①メディアから理想的距離を置く能力の涵養 
②インターネット依存の学際的研究 

これらにプシュケネットの枠組み内で
自力完結的に挑戦する。 

そのこと自体がひとつの教育活動になる。 



東京 
医大 

早稲田 明治 一橋 
関東学
園、他 

各 授 業 

IPCP 
（授業OB会、医療問題の研究会） 

医療者、研究者、一般社会人、学生 

プシュケ・ネットのしくみ 

この総体＝プシュケ・ネット 



プシュケネットの挑戦 
 ①メディアから理想的距離を置く能力の涵養 

明治大学授業「ICT総合実践」の中 

「情報教育カリキュラムデザイン」単元にて 

スマートフォンを対象にした 
「断デジ」体験プログラムの策定を完了 

2014年度後期実施より実施 



Debriefing 
１時限充当 

断デジ
体験 

Briefing 
１時限充当 

次回授業までに実施 
最長で６日間 

実施前調査 実施中調査 実施後調査 



プシュケネットの挑戦 
 ②インターネット依存の学際的研究 

IPCP会員 東京医大OB  
IPCP会員 早稲田大学O.B.  

Ph.d （公衆衛生学） 

上記をプロジェクトリーダーとして 
IPCP内で 

公衆衛生学・情報教育学の分野で学際的研究開始 
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授業における介入指導の流れ 



日常的なインターネット利用の内訳調査項目 



「断デジ」実施のルール 

最長目標は６日間 

心や体に異変を感じたらすぐ
に取りやめること。 
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IAT得点内訳 
（2013年度後期ｰ2014年度前期） 

人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率
20-29 7 6% 11 8% 12 12% 30 9%
30-39 27 23% 27 21% 29 29% 83 24%
40-49 43 37% 40 31% 26 26% 109 32%
50-59 24 21% 31 24% 23 23% 78 23%
60-69 11 10% 14 11% 8 8% 33 10%
70-79 2 2% 7 5% 1 1% 10 3%
80-89 1 1% 1 1% 0 0% 2 1%
90以上 0 0% 0 0% 0 0% 0 0%
有効数 115 100% 131 100% 99 100% 345 100%
2013後期在籍数 39 65 28 132
2014前期在籍数 88 78 74 240
在籍数合計 127 91% 143 92% 102 97% 372 93%

早稲田 明治 一橋 合計



IAT得点内訳 
（2014年度後期） 

人数 比率 人数 比率 人数 比率
20-29 10 14% 4 14% 14 14%
30-39 15 21% 9 32% 24 24%
40-49 18 25% 3 11% 21 21%
50-59 17 24% 10 36% 27 27%
60-69 10 14% 2 7% 12 12%
70-79 1 1% 0 0% 1 1%
80-89 1 1% 0 0% 1 1%
90以上 0 0% 0 0% 0 0%
有効数 72 100% 28 100% 100 100%
無効数 2 3% 3 10% 5 5%
回収数 74 74% 31 78% 105 75%
在籍数 100 40 140

早稲田 一橋 合計



IAT得点内訳 
（2015年度前期） 

人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率
20-29 5 4% 13 12% 11 14% 29 9%
30-39 36 29% 31 28% 20 25% 87 28%
40-49 34 28% 35 31% 29 36% 98 31%
50-59 33 27% 26 23% 16 20% 75 24%
60-69 14 11% 6 5% 3 4% 23 7%
70-79 1 1% 1 1% 1 1% 3 1%
80-89 0 0% 0 0% 0 0% 0 0%
90以上 0 0% 0 0% 0 0% 0 0%
有効数 123 100% 112 100% 80 100% 315 100%
無効数 0 0% 0 0% 0 0% 0 0%
回収数 123 90% 112 96% 80 100% 315 95%
在籍数 136 117 80 333

早稲田 明治 一橋 合計



IAT得点内訳 
（2015年度後期） 

人数 比率 人数 比率 人数 比率
20-29 10 11% 1 1% 11 7%
30-39 22 25% 21 27% 43 26%
40-49 34 39% 32 42% 66 40%
50-59 17 19% 16 21% 33 20%
60-69 5 6% 4 5% 9 5%
70-79 0 0% 2 3% 2 1%
80-89 0 0% 1 1% 1 1%
90以上 0 0% 0 0% 0 0%
有効数 88 100% 77 100% 165 100%
無効数 2 2% 0 0% 2 1%
回収数 90 83% 77 95% 167 88%
在籍数 109 81 190

合計
早稲田 一橋 総計

合計



IAT得点内訳 
（201６年度前期） 

人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率
20-29 9 12% 2 2% 15 9% 26 8%
30-39 19 25% 19 20% 47 28% 85 25%
40-49 19 25% 30 32% 53 31% 102 30%
50-59 18 23% 26 27% 34 20% 78 23%
60-69 8 10% 13 14% 15 9% 36 11%
70-79 4 5% 5 5% 4 2% 13 4%
80-89 0 0% 0 0% 0 0% 0 0%
90以上 0 0% 0 0% 1 1% 1 0%
有効数 77 100% 95 100% 169 100% 341 100%
無効数 1 1% 4 4% 5 3% 10 3%
回収数 78 80% 99 96% 174 109% 351 97%
在籍数 98 103 160 361

合計
早稲田 明治 一橋 総計

合計 合計



IAT得点内訳 
（2013年度後期―2016年度前期総計） 

人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率
20-29 30 9% 14 14% 29 9% 11 7% 26 8% 110 9%
30-39 83 24% 24 24% 87 28% 43 26% 85 25% 322 25%
40-49 109 32% 21 21% 98 31% 66 40% 102 30% 396 31%
50-59 78 23% 27 27% 75 24% 33 20% 78 23% 291 23%
60-69 33 10% 12 12% 23 7% 9 5% 36 11% 113 9%
70-79 10 3% 1 1% 3 1% 2 1% 13 4% 29 2%
80-89 2 1% 1 1% 0 0% 1 1% 0 0% 4 0%
90以上 0 0% 0 0% 0 0% 0 0% 1 0% 1 0%
有効数 345 100% 100 100% 315 100% 165 100% 341 100% 1266 100%
無効数 0 0% 5 5% 0 0% 2 1% 10 3% 17 1%
回収数 345 93% 105 75% 315 95% 167 88% 351 97% 1283 92%
在籍数 372 140 333 190 361 1396

2015後期 2016前期 総計
合計 合計 合計

2013後期-2014前期 2014後期
合計 合計

2015前期



IAT高得点者数推移 
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断デジ介入指導参加学生数、
達成日数等内訳 

人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率 合計 比率

0日 2 2% 5 7% 3 5% 6 9% 4 6% 20 6%

1日 5 6% 5 7% 0 0% 5 8% 2 3% 17 5%
2日 2 2% 4 6% 1 2% 6 9% 1 1% 14 4%
3日 8 9% 14 20% 2 3% 10 15% 1 1% 35 10%
4日 6 7% 4 6% 2 3% 8 12% 2 3% 22 6%
5日 4 5% 6 9% 3 5% 2 3% 0 0% 15 4%
6日 60 69% 31 45% 54 83% 29 44% 58 85% 232 65%
合計 87 100% 69 100% 65 100% 66 100% 68 100% 355 100%

在籍数 136 109 80 81 116 522

実施率

明治 総計早稲田 一橋

68%

2015前期 2015後期 2015前期 2015後期 2015通年

64% 63% 81% 81% 59%



参加者人数 ３５５人中「つねにそうだ」「たびたびある」「ときどきある」の合計 

３点以上総
計 

  

合計 比率 

（１）落ち着かない。 197 55% 

（２）落ち着きを取り戻した。 190 54% 

（３）手持ち無沙汰 282 79% 

（４）時間をつぶせず、時間が経つのがおそい。 190 54% 

（５）時間が経つのが早く感じられるようになった。 87 25% 

（６）睡眠不足を感じるようになった。 42 12% 

（７）よく眠れるようになった。 219 62% 

（８）眠りになかなか入っていけない。 58 16% 

（９）断デジ前は自分が情報過多であったということに気付いた。 236 66% 

（10）情報が入ってこない「不安感」「孤立感」「取り残され感」を感じる。 168 47% 

（11）情報過多から脱することができてむしろ「ホッ」とした。 154 43% 

（12）断デジ続けてもいいやっていう気持ちになった。 162 46% 

（13）断デジもう二度とやりたくない。 183 52% 

（14）デジタル機器の代替物（辞書等）を所持せねばならず荷物が重い辛さ。 135 38% 

（15）肩こりが減った。 114 32% 

（16）目の疲れが減った。 231 65% 

（17）インターネットやゲームなどをしている夢を見た。 17 5% 

断デジ中の心身の変調愁訴一覧 

つぎへ 



断デジ中の心身の変調愁訴一覧（続） 

参加者人数 ３５５人中「つねにそうだ」「たびたびある」「ときどきある」の合計 

３点以上総
計 

  

合計 比率 

（１）イライラした。 102 29% 

（２）なかなか眠れない。 46 13% 

（３）朝早く目覚める。 99 28% 

（４）頭痛 14 4% 

（５）吐き気 5 1% 

（６）下痢 10 3% 

（７）手の震え 2 1% 

（８）発汗 10 3% 

（９）動悸がした。 5 1% 

（10）脈が速くなる。 8 2% 

（11）気分が落ち込む 31 9% 

（12）幻覚 5 1% 

（13）幻聴 7 2% 
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授業開始
時IAT得
点

終講時
IAT得点

増
減

差
分

21 23 増 2
25 41 増 16
28 40 増 12
29 26 減 -3
31 43 増 12
35 33 減 -2
36 47 増 11
39 29 減 -10
40 20 減 -20
44 24 減 -20
44 44 0
44 52 増 8
45 50 増 5
47 63 増 16
48 54 増 6
51 42 減 -9
52 46 減 -6
53 57 増 4
57 27 減 -30
58 56 減 -2
64 35 減 -29
64 50 減 -14

2014年プレテ
ストにおける 
断デジ前後に実
施したIAT得点の
変化内訳 
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今年度後期分IATの実施・分析 

今後「断デジ」どうする？ 

介入指導の効果をどう測定？ 

学生を苛む孤立感とは？ 
 


